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申請者応答：今回 SRNSが 6%のみであっため、統計学的な検討ができなかった。 
 
4. 腎静脈血栓症については検討したか？ 
申請者応答：腎静脈血栓症については今回調査していない。成人では膜性腎症で腎
静脈血栓症が多いとはされているが、小児では膜性腎症は特発性ネフローゼ症候群
に含まれず、腎静脈血栓症も臨床の現場では多くない印象がある。 
 
 
その他、いくつかの質問がなされたが、いずれに対しても適切な回答があった。 
本研究は、小児特発性ネフローゼ症候群初発における合併症と予後について新たな
知見を提供することで、小児特発性ネフローゼ症候群の病態理解と課題提示、さら
には今後の治療の向上に寄与すると考えられ、博士（医学）の学位に値すると判定
された。 
